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日本理学療法士学会 HP に公開された日 2020 年 5 月 21 日 

日本語タイトル 
COVID-19 ウイルスは神経侵襲性を有し、神経学的合併症を引き起

こす可能性がある。 
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要約 COVID-19 では中枢神経系も障害されることが報告されている。 

コロナウイルスが中枢神経系に侵入するメカニズムとして、 

① ウイルスは鼻腔から嗅球を介して、中枢神経系に浸潤する。 

② 感染した単球は血液脳関門を通過し、神経膠細胞および神経細

胞に感染する。 

③ 血液脳関門の内皮細胞の ACE2 受容体にコロナウイルスが結合

し、中枢神経系に侵入する。 

④ コロナウイルスが末梢神経系を経て、中枢神経系に侵入する。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

COVID-19は呼吸器系だけでなく、神経系にも影響を与えることが、

複数の調査から報告されている。 

COVID-19 感染後には、呼吸器系だけでなく神経系の障害に対して

の理学療法も必要になる可能性がある。 
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